
JP 4043537 B2 2008.2.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸方向に分割されて複数のケーシング半部（２１ａ，２１ｂ）から成るケーシング（２
１）を備えている圧縮機であって、該ケーシング（２１）内で案内羽根（１）がその脚部
（３）によって外周溝（１０）内に固定されている形式のものにおいて、
　外周溝（１０）の溝底に固定されたピン（８）が、外周部に亘って分配されて取り付け
られており、該ピン（８）は、半径方向で外周溝（１０）内に突入していて、複数の案内
羽根（１）を、ケーシング（２１）の分離面（２０）に位置しない一又は複数のグループ
（Ａ１～Ａ５）と、ケーシング（２１）の分離面（２０）に位置する一又は複数の終端グ
ループ（Ａ６，Ａ７）とに分割していることを特徴とする圧縮機。
【請求項２】
ピン（８）に隣接する案内羽根脚部（３）が、ピン（８）を受容するための切欠き（１１
）を有していることを特徴とする、請求項１記載の圧縮機。
【請求項３】
各案内羽根脚部（３）の間で外周溝（１０）内に中間部材（４）が配置されており、ピン
（８）に隣接する中間部材（４）が、ピン（８）を受容するための切欠き（１１）を有し
ていることを特徴とする、請求項１記載の圧縮機。
【請求項４】
終端グループ（Ａ６，Ａ７）が、少くとも１つの案内羽根（１）と分割された１つの中間
部材（６，７）とから成り、該中間部材（６，７）は固定手段（１２）によって相互に結
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合されていることを特徴とする、請求項３記載の圧縮機。
【請求項５】
終端グループ（Ａ６，Ａ７）が固定ねじ（９）によってケーシング（２１）に固定されて
いることを特徴とする、請求項１記載の圧縮機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、軸方向に分割されて複数のケーシング半部から成るケーシングを備えている圧
縮機であって、該ケーシング内で案内羽根がその脚部によって外周溝内に固定されている
形式のものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　この種の圧縮機は公知である。通常は案内羽根脚部の間に中間部材が配置されている。
圧縮機が運転されている場合には、空気が圧縮によって加熱させられる。圧縮された空気
は熱を中間部材及び羽根材料に伝達する。このためこれらが膨脹する。熱膨脹によって惹
き起される羽根脚部領域における応力は材料の破損を招くおそれがあり、それを阻止する
ため案内羽根及び中間部材は、遊びを有してケーシング内に挿入されている。案内羽根を
ケーシング内に組み込む場合には、遊びが外周部上で均等に分配されうるようにするため
、紙中間層を各案内羽根脚部の間に載置する。数個の中間部材が中間部材の下方に挿入さ
れた座金によって固定されている。圧縮機を運転する場合には紙から成る中間層は燃焼す
る。ガスタービングループが停止して再スタートする場合には、中間部材の固定が振動に
よって弛緩する。これにより案内羽根は、冷却された状態で滑動するおそれがある。
【０００３】
案内羽根は夫々、圧縮機の組立現場において軸方向に分割されたケーシング内に組み込ま
れる。個々の部材の製作公差の合算によって発生する不精確さと、紙中間層による遊びの
配分とに制約されているけれども、ケーシングの分離面に位置する部材は、これを組立現
場において先づ正確に加工しなければならない。更に、分離面に位置して突出する閉鎖部
材に沿ってフライイス加工されかつ閉鎖部材を固定するための孔が穿孔されている案内羽
根を、紙中間層と共にケーシング内に組み込む。切削屑や汚物を除去するため、総ての部
材を再度分解する。洗浄後各部材を、最初に組み込んだのと同一精度で同じ様に再び組み
込む。このことは、作業経費が嵩みひいてはコストが高くなることを意味している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、冒頭で述べた形式の圧縮機において、圧縮機ケーシング内への案内羽根
の組込みを簡素化できるようにすることにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明では、外周溝の溝底に固定されたピンが、外周部に亘って分配されて取り付けら
れており、該ピンは、半径方向で外周溝内に突入していて、複数の案内羽根を、ケーシン
グ（２１）の分離面（２０）に位置しない一又は複数のグループと、ケーシングの分離面
に位置する一又は複数の終端グループとに分割していることによって、上記課題を解決す
ることができた。
【０００６】
【発明の効果】
とりわけ本発明の利点は、ピンの位置が正確に判っていて、各グループの製作公差の合計
を充分正確に規定し得るという点にある。更にピンは遊びをケーシングの外周部に亘って
均等に分配することができる。個々のグループの遊びは簡単に調節可能である。各グルー
プをケーシング内に組み込む際には後加工が一切不必要であり、このため作業工数が著し
く低下する。
【０００７】
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また、ケーシングの分離面に位置する閉鎖グループが工場内で予め製作されて必要な程度
に加工されている場合は、特に有利である。
【０００８】
【発明の実施の形態】
軸方向に貫流する圧縮機に基く本発明の実施例を図面に図示し、次にこれを詳しく説明す
る。
【０００９】
図面には、本発明の理解のために重要な部材だけが図示されている。装置の内例へば案内
羽根を備えたロータは図示されていない。
【００１０】
図１によれば圧縮機ケーシング２１が、軸方向の分離面２０を備えた、下方のケーシング
半部２１ａと上方のケーシング半部２１ｂとから成っている。図２によれば、ケーシング
２１の環状の外周溝１０内に、羽根ブレード２と羽根脚部３とから成る案内羽根１が挿入
されている。各案内羽根１の間には夫々中間部材４が配置されている。中間部材４は、切
欠きなしの中間部材４ａと、切欠き１１を備えた中間部材４ｂとに分けられる。この切欠
き１１はピン８の受容のために役立っている。ケーシング２１の盲孔５内に固定されたピ
ン８によって、案内羽根１及び中間部材４がグループＡ１～Ａ７に分割される。グループ
Ａ２～Ａ５は、中間部材４と案内羽根１の数に関して同一である。中間部材４の配置に関
してはグループＡ２及びＡ４とグループＡ３及びＡ５とは同一である。
【００１１】
　図３によれば、分離面２０に接続している終端グループＡ６及びＡ７は分割された中間
部材６及び７によって構成されている。この分割された中間部材６及び７を外周溝１０内
に固定することができるようにするため、該中間部材６，７は、ねじ１２と図示されてい
ないピンとを用いて続く案内羽根１及び中間部材４ｂに結合されている。終端グループＡ
６及びＡ７は、これをその後工場内で加工して、現場で組み立てる際には更なる加工がも
はや必要でないようにしておく。その際終端グループＡ７にあっては、案内羽根１の脚部
３ａも修正させられる。終端グループＡ６及びＡ７はこれを、固定ねじ９のヘッド部を介
してケーシング２１に固定する。
【００１２】
案内羽根１をケーシング２１内に組み込むため、ケーシング２１を図示されていないフラ
ンジを介し分離面２０に沿って開放する。上方のケーシング半部２１ｂを軸方向で１８０
°だけ回転させて下方のケーシング半部２１ａの近傍に配置する。ケーシング２１が回転
対称形であるため、両ケーシング半部２１ａ及び２１ｂに対してグループＡ１～Ａ７の組
み込みを同一に行うことができる。従って以後は下方のケーシング半部２１ａに関してだ
け説明する。先づグループＡ１の案内羽根１及び中間部材４を、図１の位置に対応して外
周溝１０内に押し込む。両側で各１つのピン８を予め穿孔された盲孔５内に圧入する。そ
の後グループＡ１の両側で切欠き８を備えた各１つの中間部材４ｂを外周溝１０内に押し
込み、更にグループＡ２及びＡ３に所属する案内羽根１及び中間部材４を押し込む。各１
つのピン８を再度固定した後グループＡ４及びＡ５を外周溝１０内に押し込む。その後再
びケーシング２１ａ内で各１つのピン８の固定を行う。次いで終端グループＡ６及びＡ７
をユニットとして押し込み、固定ねじ９を用いてケーシング半部に固定する。終端グルー
プＡ６及びＡ７は負の公差で製造されているため、これらは分離面２０を超えて突出しえ
ないようになっている。
【００１３】
場合によっては更に、図示されていない案内羽根列の組み込みを同じ様に行う。その場合
案内羽根の数は変っていても宜い。総ての案内羽根１及び中間部材４を組み込んだ後案内
羽根を備えたロータを下方のケーシング半部２１ａ内に挿入する。上方のケーシング半部
２１ｂを再びその元の位置に回転して、下方のケーシング半部２１ａに結合させる。
【００１４】
勿論本発明は図示して説明した実施例に限定されるものではない。つまり案内羽根は中間
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にピンを受容するための切欠きを設ける必要がある。ピンの数、ひいては案内羽根のグル
ープの数は、所望の遊びの配分及び製作公差に基いて決定される。ピンの構成は任意であ
る。また各グループは相互に異なった数の案内羽根を有していても宜い。ケーシングを複
数に分割することも勿論可能であり、その場合は終端グループの数が増加する。終端グル
ープの結合は、ねじ結合又はピン結合以外の別の方法によって行うことも可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の圧縮機ケーシングの概略の横断面図である。
【図２】図１の部分ＩＩの拡大詳細図である。
【図３】図１の部分ＩＩの領域における案内羽根列の部分的な展開図である。
【符号の説明】
１　　案内羽根
２　　羽根グルード
３　　羽根脚部
３ａ　　修正された羽根脚部
４　　中間部材
４ａ　　切欠きなしの中間部材
４ｂ　　切欠きを備えた中間部材
５　　盲孔
６，７　　分割された中間部材
８　　ピン
９　　固定ねじ
１０　　外周溝
１１　　切欠き
１２　　ねじ
２０　　分離面
２１　　ケーシング
２１ａ　　下方のケーシング半部
２１ｂ　　上方のケーシング半部
Ａ１～Ａ５　　中間部材を備えた案内羽根のグループ
Ａ６～Ａ７　　終端グループ
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